キサツチ X / •"• C ン 

1 S © © 

2 かさくするとを 
通常（標を） 

大をくするとを 

3灣を巧す 


シージェイェヌ シーエル シージェイェヌ ダブル 

CJ-N77CL/CJ-N773W 

かんたん取り付けガイド 


SHARP 


このたびはコードレス電話機 「 CJ - N 77 CL / CJ - N 773 W 」 をお買いあげいただき、まことにありびとうございました。この 
「かんたん取り付けガイド」では、設置のしかたや基本的な設定のしかたをご説明していまず。 

—親機の準備をしましよう- 


①受話器コードをつなぐ 


受話器の 
接続端テへ 



受話器コード 
付属の 接続端テへ 

受話器コード 


み回線種別び設定される 


• 10PPS の回線を使われているときは、手 
動で設定してください。（屈=ち記） 
•回線種別を検出でをなかったとさは、自 
動的に 20PPS に設定されます。 


ADSL や ISDN をご利用になるとを、自分の声や 
巧手のちの声び大をくて話しづらいとをや、ル 
さくて聞をづらいとをに設定してください。 


⑥ AC アダプターをつなぐ 


AC アダプター 
接続端 テへ 




100 VAC 
コンセントへ 
(50/60HZ) 


付属の AC アダプター 

(EP-V80) 






( D アンテナを立てて伸ばす 



③電話機コードをつなぐ 



(モジュラー式のお宅） 

電話回線にそのまま カタ。>> 
つなざます、、 


付属の電話機コード （2 な） 


® 曰付- fl き刻を設定する 


/登録 

〇 


^の順に押ず 


2ダイヤルボタンで年、月、曰を入れる 

•年は西暦年の下2巧を入れます。 

3ダイヤルボタンで時刻を入れる 

•時刻は24時間制で入れます。 

4 キ璧チを押ず 


裏面につづ <- 


♦ ADSL をご利用のとをは、回線種別が正し 
<合わないことびありまず。ご契約されて 
いる回線種別をご確認のうえ、手動で回線 
設定を行ってください。（屈=下記） 

♦設定後、117、177などのま号へ発信して回線種別び 
正しく合っているか確認してください。 

参ご利用の回線種別び分か5ないとさは、 
をよりの NTT へお問い合わせください。 

- 手動で回線種別を合わせる - 


[SOPPS に設定ずるとをは 


S ► © ► 绿 


►の 


/m 

〇 


[卜ーン（プッシュホン）に設定ずるとさは] 


/登録 

〇 


一 一部き 一朝 

©►©►(§) 


10PPS に設定ずるときは 


キヤツチ 
/登録 

〇 


早園舌 


キヤツチ 
/登綠 

〇 


キヤツチ 
/登録 

〇 


ちラー度自動で回線種別を設定ずるとさは 


(10PPS 回線には設定されません。 

キヤツチ 
/登録 

〇 


► © 


© ► 


キヤツチ 
/登録 

〇 


•ADSL や ISDN をご利用のとをは、電話の音量び大をく 
なりすざたり、ルさくなったりすることびあります。 
こんなときは左記の「親機の回線調整」を行ってくだ 
さい。 


規爲の回線調整 


ADSL をご利用のとまは 


す 

巧 

に ずずず 
頃 甲 甲 甲 

4f tj 

のををを 

©の每© 
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—子機の準備をしましよラ 


①巧電池のコネクタを接続して巧電池を入れる 


⑥巧電池ふたを取り付ける 




—- 充電池の ビニールカバーを はびしたり、キズを 

警告 つけないでください。 

== - 充電池の液び漏れたり、発熱•破裂させる原因 

とな D ます。 



充電池&たを水平にかぶせる 



r カチッ」と音びするまで充電池ふたを 
スライドさせて閉める 


④電源コードをコンセントに 
是し込む 



A ミち意 


参充電器の上にコインやク U ップなどの金属 
物を置かないで<ださい。金属物び熱<な 
ることびあり、やけど、けびの原因となり 
ます。 

•磁力線びでていますので、磁気に弱い物を 
近づけないでください。キャッシュカード、 
テレホンカード、自動改札定期券、カセッ 
トテープ、フロッピーディスクなど使えな 
くなることびあります。 


® 巧電器に置いて巧電する 



規機の着信音量ををえる/ 

1 1 

規機の受記音量ををえる 

II 

親機のスピーカー音量ををえる 

1 1 

モ機の巧出音量を変える/ 

1 1 

モ機の受話音量ををえる 

II 

モ機のスピーカー音量ををえる1 

鳴6さないよラにする 

1 親機での通話中に、受話器から聞こえ 

親機のスピーカーから聞こえる音量を、 1 

鳴 S さないよラにする 

1 テ機での通話中に、受話口から聞こえ 

テ機のスピーカーから聞こえる音量を、 


親機に電話びかかってをたとさの音量を、 
4段階に調節でをまず。また、「切」に 
設定することちでさまず。 

はじめは「大」になっています。 


る音量を、3段階に調節でをます。 
はじめは「標準」になっています。 


親機の着信音量を変えるときは 


受話器を置いた状態で 

〇 "2" 層信音量/ づ* 

咖スビ-力-龍 を I 甲す 

参音量を4段階に変えることびでを 
ます。 


「切」に設定ずるときは 


受話器を置いた状態で 

を5巧な 上 

( r ピ ー J といラ音び鳴るまで） 
巧し続ける 

•液晶ディスプレイに着信音圆び 
表示されます。 

•再び、呼出音を鳴らすとさは、 


〇.;； 


II 着信音量/ 
スピ-力-音量 


を押します。 


1受話器を取る 

2菌廣量た〇を巧す 

•音量を3段階に変えることびでを 
ふ si 。 


^特大 


大 


標準 


3段階に調節でをます。 

はじめは「標準」になっています。 



子機に電話びかかってさたとをの音量を、 
2段階（大/ル）に調節でさまず。また、 
「切」に設定ずることちでをまず。 
はじめは r 大」になっています。 


1 0) を巧し、@で 

r チヤクシンオジ U ヨウ J を 
選ぶ 

2 0 を巧す 
；3@で音量を選ぶ 
4 0を巧す 


る音量を、3段階（標準/大/特大） 
に調節でをます。 

はじめは「標準」になっています。 


^を巧す 


•モ機を耳に当てて、「ツー」とい 
5発信音び出ていることを確認し 

ホ9 0 

2 発信音を聞さなびら 

<4受話音量 

A を押す 

け甲すたびに標準--大 -- 特大の 


3段階に設定でをます。（音を聞 
をなびら設定してください。） 


2段階（標準/大）に調節でをます。 
はじめは「標準」になっています。 


オンフック 

硬） 

國卜 


を押す 


2 「ツー」といラ音び聞こえて 
いるとをに 


◎ 

■か） 

スピーカー 音屬 


を巧す 


•押すたびに標準--大とをわり 
ます。（音を聞きなび5設定してく 
ださい。） 















































































































